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研究成果の概要：植民地時代に朝鮮から日本に留学した文学者たちの足跡を調査し、個別研究

を行なった。それらの情報を総合してデータベースを作成し、韓国の研究協力者たちと情報を

共有した。また、うもれていた資料を翻訳したほか、作家たちの生活にかかわる文学地図を作

成して「文学散歩」も行なった。最終年度にはシンポジウムを開催して、韓国の研究協力者た

ちと植民地時代における「日本留学」の持つ意味について討論し、内容をまとめて本を刊行し

た。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,800,000 0 2,800,000 

２００７年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

２００８年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度    

  年度    

総 計 8,000,000 1,560,000 9,560,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・各国文学･文学論 
キーワード：韓国 朝鮮 近代文学 植民地 日本留学  
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）朝鮮近代文学には植民地時代に日本に
留学した作家が数多くいる。だが彼らの日本
滞在に関する情報は非常に少なく、現在韓国
で行なわれている近代文学研究でその部分
は空白に近い状態である。日本ではこれまで
大村益夫を代表として二度にわたり科研共
同研究が行われたが、対象作家の数が多いの
に比して国内研究者の数は少なく、成果は充
分とはいえなかった。そこで基礎資料の調査
と収集を継続する必要があった。 

 
（２）これまでの共同研究は国内研究者のみ
によって行われたため、収集された情報を韓
国の研究者と共有する体制ができていなか
った。また、情報を分析して、植民地時代に
おける日本体験が朝鮮近代文学にいかなる
意味を持ったかの検討も不十分であった。国
際的な研究協力体制をとり、情報を共有しな
がら、共同で分析と検討を行なうべきである
という認識があった。 
 
（３）植民地時代の作家たちの日本体験を研
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究するためには、彼らが日本で出会った社会
や文学を知らねばならない。その領域を専門
とする研究者との学際的協力が必要である
という認識があった。 
 
２．研究の目的 
 
（１）朝鮮近代文学作家たちの日本滞在関係
資料を発掘収集し、韓国の研究協力者と連携
しながら作家研究をおこなう。 
 
（２）最終年度に日韓シンポジウムを開催し、
朝鮮近代作家たちの日本体験が朝鮮近代文
学にあたえた意味を、国際的かつ学際的な視
点で検討する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究分担者は各自が担当した作家に関
して、研究協力者の協力を得て個別研究をす
る。 
  
（２）研究分担者と国内研究協力者はメーリ
ングリストで連絡を取り合うほか、年に二回
以上研究会を開いて成果を報告して検討を
行なう。 
 
（３）最終年度のシンポジウムに先立ち、初
年度と次年度に一回ずつ、韓国側研究協力者
と合同研究会を開いて、情報の共有と総合的
検討を行なう。 
 
（４）個別研究のおよびシンポジウムの準備
の過程で必要と判断された資料の翻訳をす
る。 
 
（５）シンポジウムを開催し、その内容をま
とめて本を刊行する。 
 
４．研究成果 
 
（１）作家たちの日本滞在時代の記録を集め
てデータベース「朝鮮人作家の日本体験一覧
表」を作成し、研究代表者のホームページに
おいた。学籍簿など個人情報を配慮してパス
ワードで入れるようにしてあるが、関係者に
パスワードを配布したほか、必要な研究者に
は公開する体勢をとってある。 
 
（２）埋もれた資料の翻訳として、1905年か
ら 1912年まで日本留学していた趙素昴がつ
けていた日記『東遊略抄』を翻訳し、解説を
つけて、冊子として刊行した。 
 
（３）朝鮮近代文学者たちの下宿等、ゆかり
の地を調査して朝鮮近代文学地図を作成し
た。 

 
（４）最終年度である 2008 年 10月 31 日か
らの 3日間、在日本韓国 YMCA 会館と早稲田
奉仕園のスコットホールを会場としてシン
ポジウムを開催し、多数の参加者をえて、以
下のことを行なった。 
① 分担者らによる個別作家に関する研究発

表（李泰俊・朴花城・李光洙） 
② 作成した文学地図による「文学散歩」。早

稲田･日本女子大エリアと本郷・神田エリ
アとに分け、シンポジウム参加者たちを
朝鮮近代文学者たちゆかりの地に案内し
た。 

③ パネルディスカッション「植民地期朝鮮
文学者の日本体験」を開き、韓国側研究
協力者と日本側研究分担者とで日本留学
の意味について検討した。 

④ 韓国女性文学研究の第一人者である徐正
子と日本女性文学研究の第一人者江種満
子とで対談した。朝鮮の先駆的女性羅蕙
錫に対して日本留学がもった意味をさぐ
り、青鞜と白樺派の影響の大きさを確認
した。 

⑤ 上記対談の準備作業として対談者双方の
研究論文、羅蕙錫の著作、および羅蕙錫
をモデルにした廉想渉の短編を日本語に
翻訳した。 

⑥ 以上の内容を本にまとめて刊行した。 
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